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ＪＣＩクリード 

The Creed of Junior Chamber International  

We Believe； 

That faith in God gives meaning and purpose to human life ;  

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations ;  

 That economic justice can best be won by free men through free enterprise ;  

 That government should be of laws rather than of men ;  

  That earth's great treasure lies in human personality ; and  

 That service to humanity is the best work of life 

 

JCI Mission 

To provide development opportunities  

  that empower young people to create positive change. 

 

    JCI vision 

To be the leading global network of young active citizens. 
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ＪＣ宣言 

日本の青年会議所は  

混沌という未知の可能性を切り拓き  

個人の自立性と社会の公共性が  

生き生きと協和する確かな時代を築くために  

率先して行動することを宣言する 

  

綱 領  

われわれＪＡＹＣＥＥは 

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し  

志を同じうする者、相集い、力を合わせ  

青年としての英知と勇気と情熱をもって  

明るい豊かな社会を築き上げよう 

 

東北ＪＣ宣言 

 

われわれは 

新たな価値を創造する旗手として 

尊い「結」の精神を呼び覚まし 

かつてない未来を切り拓くことを誓う 
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ＪＣ（青年会議所）とは 

 
青年会議所は、「明るい豊かな社会」の実現を同じ理想とし、次代の担い手たる責任感を持った２０歳～

４０歳までの指導者たらんとする青年の団体です。人種、国籍、性別、職業、宗教の別なく、自由な個人の

意思によりその居住する各地域の青年会議所に入会することが出来ます。 

全国的運動の総合調整機関として日本青年会議所が東京・千代田区にあります。また、アメリカ・セント

ルイスには国際青年会議所（ＪＣＩ）事務局があります。現在、１３２の国及び地域に１１９国家青年会議

所（ＮＯＭ）を数え、165,000人（2015年11月現在）が国際的な連携を持って活動しています。 

日本青年会議所の綱領には、青年会議所の行動理念と目標を明確に表現しています。創立以来の「三信条」

は、ＪＣ運動の歴史を追って具体化され、青年会議所運動とは、「指導力開発（ＬＤ）と社会開発（ＣＤ）」

であるとも言われてきました。その後に、ＪＣ運動の基軸は「自らに活力と知力を兼ね揃え積極果敢に社会

改革運動を実践できる人間」であるとの考えから「人間力開発」も必要であるとし、日常の活動の場を通じ

て、我々自身を開発し、市民運動の先頭に立って進む団体、それが青年会議所なのです。 

 

 

ＪＣ三信条 

  

 

トレーニング＝個人の修練 

サービス＝社会への奉仕 

フレンドシップ＝世界との友情 

 

1950 年 5 月１日にＪＣの行動綱領としてこの三信条が採択されました。ＪＣ運動は若い人々が集まって

自己啓発・修練を行う場であり、培われた力を用いて地域社会にサービス（奉仕）することであると示され

ました。ただし、上記に記載されたフレンドシップ（友情）とは違う意味で、会員全員、同志を貫く友情が

あるということは言うまでもありません。 

なお、これらの言葉以外にも Jaycee を表す言葉として、「英知と勇気と情熱」と表現されることが多い

が、この言葉は下記の文節から採用されたとされている。 

 

 

英知「変えていくものと残すもの、その２つを見分ける英知を我に与えたまえ」 

勇気「変えるべきものを変える、チャレンジする勇気を我に与えたまえ」 

情熱「変えてはならないものを受け入れる、その冷静さを我に与えたまえ」 
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一般社団法人一関青年会議所 

   第６２代理事長 

    菅原 公正 

 

 

 

「はじめに」 

 私は、２０１０年一関青年会議所に入会致しました。翌年１月、盛岡青年会議所藤田治彦理事長

が所信の中で述べられました、「想いは、人を動かす原動力となる。」、その言葉に感銘を受けたこ

とを今でも昨日のことのように覚えております。その約２か月後３月１１日、東日本大震災が発災

しました。入会間もない私は、故郷を想い支援活動に熱い気持ちをもって率先して取り組む先輩方

の姿に憧れを抱きました。震災の年に岩手ブロックのアカデミーにも出向させて頂き、多くの仲間

と掛け替えのない経験もさせて頂きました。それこそが私の青年会議所としての原点であります。 

 私たちの住む一関市は、平成の大合併（１市７町村の合併）により、西に栗駒山、中央に北上川、

東に室根山を望む、東西約６３キロメートルと地理的に広大な共同体となる中、流通や地域間交流

に課題を持ちながらも協力し合い地域づくりに取り組んできました。しかし今、人口減少と少子高

齢化に伴う社会構造の変化がより進む中、担い手不足等、地域の活力の低下が懸念されています。

一関市が今以上に活力あるまちとして発展していくためには、市民が旧市町村の枠を飛び越え郷土

愛と絆を醸成し、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、それぞれの多様な在り方を相互に認

め合える社会を実現していくことが必要です。 

平成の大合併以降の一関市は、本当の意味で一つにまとまっているといえるでしょうか。これか

らの一関市が自信をもって誇れるまち、心が通い合い支え合う住みよいまちにしていくため、私た

ち自身が行動を起こし、市民に想いを伝えていかなければなりません。まず、私たち自身が一関市

全域に積極的に目を向けよう。もっと人や地域を深く掘り下げよう（深化）。また、私たちが主管

する事業や実施する事業の中で地域資源や伝統、文化を積極的に取り入れ、それらが持つ真の価値

を一関市全域で幅広く認知されるよう発信していこう(真価)。そして、組織として新しい方法や手

段も積極的に取り入れていこう(新化)。私たちの新しい取り組みを通じ組織や地域を活性化してい

こう。さらに、青年会議所しかない時代から青年会議所もある時代だからこそ組織基盤を強化し魅

力的な組織で在り続けよう(進化)。「総ての事業や活動は、会員拡大に通じる。」、私たちは、各地

域から幅広くメンバーが集う組織を目指し、会員拡大に本気で取り組んで参ります。 

「深 化」 

 近年、児童又は青少年の健全な育成を目的とし、寺子屋、ＩＬＣ、トレジャーハンティングを題
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材とした事業の中で地域資源を取り上げ、子どもたちの豊かな人間性と郷土愛の醸成を積極的に図

って参りました。子どもたち同士が事業をとおして培う「責任感」「やる気」には無限の可能性が

秘められており、本事業は子どもたちの人間としての更なる成長を促す絶好の機会となっておりま

す。本年は更に一関市でしか味わえない魅力や豊かな風土、そして地域の伝統や文化を取り入れた

事業にこだわり、将来の一関市のまちづくりの担い手となる子どもたちの郷土愛と絆を醸成します。 

「真 価」 

 一関青年会議所が主管する二代目時の太鼓大巡行は、昨年４０年の節目を迎えました。先人が築

きあげてこられた巡行に対する熱い想いや誇りを、４１年という次の１０年に向けた確かな１歩に

繋げるため、巡行の歴史と伝統という魅力を最大限に発信していかなければなりません。時の太鼓

大巡行は、一関市の唯一無二の財産であり、広い一関市が１つにまとまるシンボルとなりうる存在

であります。本年、私たちは、一関市を愛し誇りに想う気持ちを新たに、参加する多くの市民の皆

様と一体感を共有し、一方で自らの主体性を持ちながら、その真の価値を伝えて参ります。 

「新 化」 

 近年、ＳＮＳやホームページ、私たちを取り巻く情報伝達手段は目まぐるしい進歩を遂げていま

す。一関青年会議所には、「とびら」という対内に向けた情報誌があります。この「とびら」を新

しい情報手段と併用しうまく利用し、より効果的に私たちの活動を対外にも発信して参ります。情

報発信により私たちの活動を多くの市民に知ってもらうことは、一関青年会議所の周知に繋がりま

す。また、私たちの活動を市民に知ってもらう機会を増やすことは、私たち一人一人が伝統と歴史

の上に一関青年会議所があるという自覚や責任感を促す機会に繋がります。 

「進 化」 

一昨年の６０周年、昨年のブロック大会と対外に向けて発信する大きな事業は一通り終えること

が出来ました。この２年間を通しＬＯＭの一体感、ブロックや他のＬＯＭとの関わりは、より身近

なものとなりました。次の周年に向け、この良い流れを継続させるためにも、組織基盤を強化し組

織体として進化しなければなりません。しかしながら、会員数の伸び悩みや所属年数５年以下のメ

ンバーが半数以上を占めるといった状況にあります。会員拡大を通じ、旧一関市以外の旧東磐井郡

や旧西磐井郡といった幅広い地域からもメンバーが増え、そのメンバーを通じ一関青年会議所の事

業や活動を市内全域に広めていくことは、一関青年会議所の魅力向上や周知に直結します。メンバ

ーが増えることで委員会活動も活発に行うことが出来ます。共に自己成長できる機会を積極的に設

け、他団体との交流、情報交換を通じ私たちの考えや魅力を最大限伝えることで、会員拡大へ繋げ

ます。また、他団体との研修会、勉強会も企画、実施していくことで会員の資質向上にも繋げます。 

 

「むすびに」 

青年会議所の運動をまずガムシャラにやってみよう。そうすれば周りに伝播し大きな共感を呼び、

大きな発信力となります。その行動こそが地域の意識を変革する大きな原動力となります。できな

い理由はない、できる方法を探そう、できる努力をしよう、１人１人が前向きに直向きに行動を起

こすことで自分を変えよう、自分が変わることで周りが変わります。私たちは、本年を「人財育成」、

「自己成長」の１年と位置付け青年会議所の運動をガムシャラに行って参ります。 
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【スローガン】 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 

 

できない理由はない！できる方法を探そう！できる努力をしよう！ 

 

【基本方針】 

 

・ 会員拡大の実践 

 

・ 会員の資質向上 

 

・ 外部への積極的な発信 

 

・ 地域の活力へと繋がる夏まつり事業 

 

・ 笑顔を溢れる青少年育成事業 

 

・ 関係諸団体との緊密な連携 
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一般社団法人 一関青年会議所 

2017 年度組織図 
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２０１７年度 日本青年会議所・東北地区・岩手ブロック協議会 

委員会委員・ゼミナール委員・アカデミー塾生 

 

 

◆東北地区協議会 

  ・東北ゼミナール委員会              委  員  阿部 徹   君 

 

◆岩手ブロック協議会 

・ブロック大会運営委員会              副 会 長   足利 哲也  君  

・連携推進委員会                  委 員 長   平間 正宏  君 

運営幹事  鈴木 陽介  君 

・ＬＯＭ支援委員会                委 員  佐々木朋和  君 

・ブロック大会運営委員会             委 員  熊谷 勝弥  君 

                         委  員  千葉 晴一  君 

・連携推進委員会                 委 員  千葉 太郎  君 

・岩手の未来創造委員会              委 員  佐々木 豊  君 

・総務広報委員会                 委 員  小山 裕貴  君 

 

 

・いわてＪＡＹＣＥＥアカデミー委員会       塾  生  佐藤 大樹  君 
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＜２０１７年度 委員会事業計画＞ 

 

■青少年育成 

 

  

担当副理事長 小野寺 康 

 

この度一関青年会議所の育成事業を担う青少年育成委員会の担当常任を仰せつかりました。当会

議所は、今求められている必要な育成事業とは何であるかを鑑みながら、その都度、子供たちへ何

を学び感じ取って欲しいかを課題目的とし事業を行っております。諸先輩方のその思いを継承する

よう、市内の未来を担う子供たちの為、同時に青年会議所メンバー自身が自己成長する為の事業を

行っているその方向性を違わぬよう安全第一を念頭に置き、之までの自身の経験を活かし、学び感

じた事を還元すべく真摯に向き合い職責を努める所存でございます。 

 

青少年育成委員会事業計画書 

 

担当副理事長  小野寺 康   

担当委員長   畠山 武将   

担当副委員長  阿部 勇太   

担当委員    石川 晃    

担当委員   小野寺 正人  

担当委員    佐藤 大樹  

担当委員   小野寺 伸吾  

 

 

○ スローガン 

 

三づくり ～ 笑顔・仲間・絆 ～  

 

○ 基本方針 

・笑顔の大切さを学ぶ 

・次世代を担う子供たちの育成をする 

・仲間づくりを通して、絆を深める 

・魅力ある一関への郷土愛を深める 
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○ 基本計画 

・笑顔溢れる青少年育成事業の実践 

・メンバー間の交流を深める事業の実践 

・会員拡大の実践 

 

○ 抱負 

  我々青少年育成委員会は、子供たちが新たな仲間と出会い、絆を紡ぎ、そして我々の誇るべき

郷土一関の素晴らしさを子供たちに発見してもらう事業を行いたいと考えています。それと共に

笑顔が、人生に於いて必要な前向きな考えにつながるという事を子供たちに学んで欲しいと考え

ています。また、青少年育成事業が委員会メンバーだけでは成り立たない事業と考えていること

からメンバーとの絆も深め、メンバー一丸となって笑顔溢れ、笑顔の大切さを学ぶ事業を展開し

ていきたいと考えています。 

最後に一年間、次世代を担う子供たちの笑顔をガムシャラに追いかけます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会主管      ○    ○   
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■社会開発 

 

  

担当副理事長 平間 正宏 

 

 今年度社会開発委員会の担当副理事長として、一関青年会議所の歴史でもある４１回目の時の太

鼓大巡行、各青年団体とのさらなる連携を目指した交流事業を担当致します。副理事長として、委

員長と連携し責務を持って一年間活動してまいります。どのように委員長と連携し委員会運営や事

業を構築していくかが私の役目と考えております。我々の委員会は外部との関わりが多く、一委員

会ではなく一関青年会議所として見られていることをしっかりと意識し、外部との連携を図って参

ります。一関青年会議所の活動を知って頂き、それが会員拡大にも繋がる大事な委員会ですので、

１年間精一杯青年会議所運動の発信をしてまいりますので、宜しくお願い致します。 

 

社会開発委員会事業計画書 

 

担当副理事長  平間 正宏  

担当委員長   小山 裕貴  

担当副委員長   阿部 諭  

担当委員    中村 雄介  

担当委員     佐原 翔  

担当委員    千葉 洋平  

担当委員   阿部 賢太郎  

 

○ スローガン 

温故知新 

〜歴史の重さを感じ、50 年目に向けた第 1 歩を〜 

 

○ 基本方針 

・会員拡大の実践 

・二代目時の太鼓大巡行の主管 

・友好団体、育成団体との連携の強化 

・各種青年団体との連携を強め、街づくりに対しての意識を醸成する 

 

○ 基本計画 

・通年 

会員拡大の実施 

・5 月例会 

各種青年団体との連携強化 
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・8 月例会 

二代目時の太鼓大巡行の主管 

一関こども七夕みこし連絡協議会の事務局運営 

二代目時の太鼓大巡行に参加頂いた方々に来年も参加したくなるような思いの醸成 

 

○ 抱負 

  40 年の伝統ある二代目時の太鼓大巡行を多くの市民の方々に参加頂き、盛り上げてまいりま 

す。 

その為に、我々自身が 40 年の歴史の重さを感じ、参加して頂いた皆さまに来年もまた参加 

したいという思いを持って頂ける活動を行います。そうすることで今後の参加動員に繋げ、時 

の太鼓の周知に繋げてまいります。また市内には我々と同じ青年団体があります。そのような 

青年団体と連携を図り、若者達が率先し街づくりについて考えていただくための機会を創出い 

たします。その機会を創出することで、街づくりに興味を持つ若者が青年会議所の活動に触 

れ、共感頂くことで会員拡大にも繋がるものと考え、一年間青年会議所運動を展開してまいり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会主管     ◯   ◯     
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■総務広報 

 

  

担当副理事長  阿部 徹 

 

総務広報委員会担当常任理事となりました。 

ＬＯＭの活動や運動をより多くの方に発信できるように、対内紙「とびら」の毎月発行と内容の

充実、ＳＮＳ等を活用し、メンバーとの情報共有と活動情報の発信をメインに委員会一丸となるよ

う活動してまいります。 

 

総務広報委員会事業計画書 

 

担当副理事長  阿部  徹  

担当委員長   浅野 裕美    

担当副委員長  佐々木 豊    

担当委員    高田 慎平    

 

○ スローガン 

    「とびら」を開こう！ ～発信こそが理解を深める～ 

 

○ 基本方針 

・メンバー間の理解を深める情報共有の強化 

・対外への青年会議所活動認知度を高めるための情報発信の強化 

・会員拡大の実践 

 

○ 基本計画 

・「とびら」で、メンバー間の情報共有を図り、青年会議所の結束を高める。 

・青年会議所活動を市民に理解して頂くために、事業案内や事業報告等を SNSやホームペー 

ジ地域メディアを活用し認知を高める。 

・新年交賀会を通して、メンバー間の連結の強化、他 LOM会員との交流を深める。 

・釜石ブロック大会の自転車引き継ぎを成功させる。 

 

○ 抱負 

  先輩達が築きあげた宝の一つである対内誌「とびら」を発行し広める事は、青年会議所の認知及び家族の 

理解、メンバーの増加に繋がると考えＳＮＳや「とびら」で広く青年会議所の活動を発信していきます。青 

年会議所の活動を魅力的に発信し対内外の理解と協力が得られるように努め、「とびら」の発行が確固たる事 

業となるようシステムを確立し次に繋げます。 
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一年間宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会主管 ○      ○      
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■会員拡大・会員開発 

 

  

担当副理事長  小山 始彦 

 

2017年度会員開発・会員拡大委員会担当副理事長を務めさせて頂く事となりました。 

2013年度の入会から、青年会議所活動や運動を通じ、様々な経験をさせていただいております。 

諸先輩方やメンバーから学ばせていただいた多くを伝えることで、自己成長やメンバーの資質向

上に繋げたいと言う思いです。 

また、熊谷勝弥委員長、千葉晴一委員長を中心にメンバー一丸となって、青年会議所の魅力を伝

播し、より多くの仲間を増やしていきたいと思います。 

 

会員拡大・会員開発委員会事業計画書 

 

担当副理事長    小山 始彦  

会員拡大担当委員長 千葉 晴一  

会員開発担当委員長 熊谷 勝弥  

担当副委員長    曽根 誉  

担当委員      阿部 真岐 

担当委員      伊勢田 奎 

○ スローガン 

吹けよ新風 

～確かな一歩へ 多くの同志とともに～ 

○ 基本方針 

 会員拡大 

・他団体との交流、情報交換を通じ私たちの考えや魅力を最大限伝えることで会員拡大へ繋げ 

ます。 

・委員の会員拡大へ向けた率先した取り組み 

 会員開発 

・研修会や勉強会を企画し、実施していくことで会員の知識、教養を高め新たな一歩へつな 

げます。 

・委員の会員開発へ向けた率先した取り組み 

○ 基本計画 

・卒業式、懇親会の企画・運営 

 会員拡大 

・青年会議所の魅力を対外へ発信し会員の拡大活動 
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・毎会議後の会員拡大に向けた情報収集と情報発信 

・年間を通した計画的な拡大活動 

・新入会員認証式の設営 

会員開発 

・会員が一丸となって取り組む会員開発の為の例会の企画、運営 

・アカデミー出向メンバーのサポート 

・年間を通した計画的な開発活動 

・アテンダンスカードの作成 

 

○ 抱負 

会員拡大委員長 

今後数年で卒業を向かえるメンバーが多く会員の減少により事業規模の縮小を余儀なくされ 

ると、これまでのような活動が困難になります。一関青年会議所が発信力ある組織として発展 

していくためには、会員拡大が必要不可欠であります。しかしながら今までのような個々の拡 

大活動には限界があり、今後は一関青年会議所全体で会員拡大に取り組む必要があると考えて 

おります。一関青年会議所全体で取り組むには、まずは新規候補者の選出や過去の入会候補者 

リストの精査を行い、事前調査・研究を徹底的に重ね、確実に入会に導くために候補者に適し 

た最前の勧誘方法を考察いたします。拡大を一関青年会議所全体の課題ととらえ、拡大につい 

てこれまで以上の情報共有や議論をする場を積極的に設けることで一関青年会議所全体の意識 

も高まり、今までのような個々の拡大活動から一関青年会議所全体の拡大活動へと変わり、よ 

り大きな成果が生まれます。 

また、県南地域で活躍されている青年へ私たちの魅力を伝え、今年度は 10 名という目標を 

掲げ会員拡大に繋がる企画の運営に全力を注ぎ確かな一歩へ前進していきます。 

 

会員開発委員長 

この度会員開発委員会をやらせていただくにあたり、私自身入会したてで今だ、青年会議所 

とはどのようなものか青年会議所とは何をすべきなのか分かり切れておりません。だからこそ 

私自身が多くの事を学び、気づき、行動することで青年会議所を知り、研修会や勉強会を開催 

してメンバーに伝へ成長することで、私自身の一歩とし、メンバー一人一人の一歩が、一関青 

年会議所の新たな一歩に繋がると信じ、活動を行っていきたいと考えております。 

 

 

 

スケジュール 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会主管  ○ ○         〇 
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■連携推進会議 
 

 

 

 

担当常任理事・議長              担当常任理事・副議長 

蜂谷 悠介                   鈴木 陽介 

 

連携推進会議事業計画書 

 

担当議長  蜂谷 悠介  

担当副議長 鈴木 陽介  

担当議員 佐々木 朋和    

担当議員  小野寺 康     

担当議員  小山 始彦     

担当議員  平間 正宏     

担当議員  阿部 徹      

 

○ スローガン 

つながろう！ 
 

○ 基本方針 

・会員拡大の実践 

・岩手ブロック協議会や他 LOM との連携推進 

・他団体と連携した事業の実施 

 

○ 基本計画 

通年 

出向者との情報共有及びフォローアップ 

UN MDGｓ認知向上プログラムの推進・実施の検討 

 

４月例会 

「JC カップ U-11 少年少女サッカー全国大会の一関予選大会」開催の検討 

＊岩手ブロック協議会と連携した事業の企画、運営 

＊他団体と連携した事業の検討 

＊オブザーバーの参加推進 
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９月例会 

「東北青年フォーラム」への参加推進並びに開催地 LOM との連携 

＊他 LOM との交流促進 

＊オブザーバーの参加推進 

 

その他 

公開討論会開催の検討 

 

○ 抱負 

２０１５年に６０周年記念式典、２０１６年にブロック大会 in 一関と２年続けて対外へ一関 

を発信する大きな事業を開催し、LOM の一体感は強まり、岩手ブロック協議会や他 LOM と 

の関わりは、より身近になりました。この良い流れは、私たちの資質向上に繋がり、明るい豊 

かな社会の実現に向けて主体的に取り組む気概を育みました。当会議は、岩手ブロック協議会 

や他 LOM との「つながり」を確かなものにするために、岩手ブロック協議会と連携した事業 

や他 LOM との交流事業を各委員会の枠を越えた全体事業として実施し、他 LOM メンバーと 

の絆を創出すると共に、組織力の強化に繋げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会主管    ○     ○    
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■事務局 
 

 

 

 

担当専務理事             担当事務局長 

佐々木 朋和              千葉 太郎 

 

担当専務理事 佐々木朋和  

担当事務局長 千葉 太郎  

担当事務局次長 熊谷 康  

■監事 
 

 

 

 

          監 事    

佐藤 哲 

 

監事をご指名頂き、その重責を強く感じると共に自覚をもって努めさせて頂く所存でござ

います。私は、長き年月を一関青年会議所メンバーとして過ごしてまいりました。様々な事

業で学んだことや、多くの先輩方からご指導いただいた経験を活かし、私なりにメンバーに

伝え、どこにも属さない監事という立場でメンバーと関わってまいります。ラストイヤーで

ある一年間、最後まで一関青年会議所をそして、地域を盛り上げるべく邁進いたします。 

 

 

 

 

 

 

外部監事 

鈴木 哲 

 

2017年度外部監事を務めることになりました。私自身は 2015年度に卒業していますの 

で、また 1年間、一関青年会議所のみんなと共に活動できること嬉しく思います。初めて 

の外部監事という役割ですが、誠心誠意務めますので、どうぞ 1年間よろしくお願いしま 

す。 
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■ブロック出向常任理事 
 

 

 

 

            

足利 哲也 

 

（公社）日本青年会議所 東北地区 岩手ブロック協議会 ブロック大会運営委員会担当副会長  

 

2017年度は岩手ブロック協議会副会長の役職で出向させていただきます。担当はブロック大

会運営委員会。2015年度は委員長として出向させていただき、2016年度は開催地理事長として

経験した様々なものを活かし、昨年度に様々な方々からいただいた恩を少しでも返していけるよ

う微力を尽くして頑張ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

             平間 正宏 

 

（公社）日本青年会議所 東北地区 岩手ブロック協議会 連携推進委員会担当委員長 

 

 今年度、岩手ブロック協議会連携推進委員会委員長として出向させて頂きます。役員としての出

向は初めてでありとても緊張と不安がいっぱいです。早くも予定者会議等の参加をさせて頂いてお

りますが、今年度より８００字の所信が変わり委員会の１年間の総合戦略の作成をしなければなら

なくなり、事業内容の理解が乏しい中、とても苦労しております。議案書、予算書１つにしても必

要な書類や作成方法等ＬＯＭでは行っていない事項も多いことからとても苦戦をしております。ま

た、委員会として憲法輿論や会員拡大等多くが日本本会や東北地区協議会との連携した事業となっ

ておりますので、ブロック協議会としてしっかりとした運動が発信できるよう務めてまいります。

出向は私の成長だけではなく、私が学んだことをしっかりＬＯＭへ落とし込み、一関のメンバーが

ブロック協議会に出向したと思って頂けるよう、１年間を通して学び、発信をさせて頂きます。１

年間宜しくお願い致します。 
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               鈴木 陽介 

 

（公社）日本青年会議所 東北地区 岩手ブロック協議会 連携推進委員会運営幹事 

 

2016 年度に引き続き、岩手ブロック協議会へ出向させて頂きます。連携推進委員会では、当 LOM

から出向する平間正宏委員長のもと、JC カップ岩手予選大会、憲法タウンミーティングなど、ボリューミ

ーな事業を担当する予定となっております。LOM の中では連携推進会議副議長ということで、同じく

JC カップ一関予選大会を担当する予定でもありますので、平間委員長を支えながら、ブロックと LOM

の橋渡し役として努めて参りたいと思います。特にも、平間委員長が、お一人で事業準備を抱え込む

ことのないよう幹事として、委員会に配属される他LOMメンバーへ交流を深めて声掛けを実施して参り

ます。 
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   〈2016 年度理事長報告〉 
 

 

  

 

一般社団法人一関青年会議所  

2016 年度理事長  足利哲也 

 

 

2016 年度は「新しき一歩を踏み出す開拓者たれ」のスローガンのもと、地域の皆様、OB 先輩

の皆様、各地青年会議所の皆様、様々な方々のご指導、ご協力をいただきながらメンバーと歩ん

でまいりました。様々なことがありましたが、無事に次年度へと歩みを進めることができ、新し

い年がスタートすることができました。昨年度中お世話になった方々に対し、心より感謝申し上

げます。 

岩手ブロック協議会との調整、そして 7 月に行われた本大会の準備、大交流会の企画、設営で

は、来場したすべての人を笑顔にし、一関流のおもてなしを体現してくれたブロック大会実行委

員会。40 回目となる二代目時の太鼓大巡行ではたくさんの引き手の子供たちに参加を促し、様々

な方たちと一体感を体現した夏まつり委員会。一関市内の子供たちに自分たちの住む地域の魅力

をトレジャーハンティングという新しい手法で伝え、郷土愛を育む機会を創造した青少年育成委

員会。新年交賀会から始まり、HP、SNS の管理、会員の交流、そして、東北青年フォーラムを例

会としてメンバーの参加を促し、活動、運動の楽しさを周知してくれた総務広報委員会。メンバ

ーの資質の向上に努め、卒業式では、盛大に卒業生を見送るべく様々な企画をし、一関青年会議

所の活動を陰ながら支え寄与してくれた事務局。そして、副理事長、専務理事、監事には、様々

な場面で、補佐していただき、厳しく、そして温かく支えていただきました。 

2016 年度は自分に一つのテーマを掲げてまいりました。それは、ご案内いただいた、各種催し、

関係諸団体の総会、会議の開催案内すべてに、案内が重ならない限り出席するということでした。

実際は仕事の都合で欠席したことも数回ありました。それでも、こんなにも様々な諸団体に参画

し、地域の発展に寄与してきたのかと、驚きの一年でした。また、そこで出会う方々との交流も

いろいろと刺激になることが多く、とても貴重で濃厚な時間を過ごさせていただきました。 

 予定者の段階から始まり、これまでの 1 年 5 か月はずっと自問自答の日々でした。60 年つづい

てきた一関青年会議所の理事長という大役を仰せつかり、自分に何ができるのか、地域のため、

未来のために礎となれているのか、一関青年会議所のため、メンバーのためになっているのか、

ずっと自分に問いかけてきました。その答えは自分の中では出ておりません。ですが、メンバー

に支えられ、いたらないところを補っていただきながら 2016 年度を完走することができました。 

 この 1 年間で得た様々な経験を活かし、地域のため、そして、未来のため常に新しいことに挑

戦し、そして開拓していきたいと思います。2016 年度にお世話になったすべての皆様に感謝と敬

意を表します。ありがとうございました。 
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〈2016 年度会務報告〉 
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一般社団法人 一関青年会議所 

2016年度組織図 
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〈事業報告〉 
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〈出向者報告〉 
 

岩手ブロック協議会 

 ブロック大会運営委員会 副委員長 

  千葉 太郎 

2016年度ブロック大会運営委員会副委員長として出向させていただきました。とげずば 

やまじ～行動こそが岩手を変える～のスローガンのもと岩手ブロック大会 in一関を開催致 

しました。ブロックと LOMが協力し合ったからこそあそこまでの大会が作り上げられたと 

思います。緊急事態も御座いましたが、クリアできたのは青年会議所の絆のおかげだと思 

います。五日市副会長、菊池委員長、ブロック役員や各地理事長様に色々と教えて頂いた 

り、心配をして声をかけてくれたり、叱咤激励してくれた LOMメンバーのおかげで職務を 

全う出来たと思います。そしてこの学びを次年度は LOMに還元します。 

  最後になりますが、御協力や色々と教えていただいた皆様には大変感謝しております。 

ありがとうございました。 

  

ブロック大会運営委員会 委員 

  平間 正宏 

  今年度、岩手ブロック協議会ブロック大会運営委員会に出向させて頂きました。私は、Ｌ

ＯＭでは開催地としてブロック大会実行委員長をさせて頂き、岩手ブロック協議会と開催地

ＬＯＭとの連携を軸に活動させて頂きました。ブロック大会の課題は岩手ブロック協議会と

開催地ＬＯＭのメインフォーラム等の動員連携を図ることが重要であると認識しておりま

した。より公益性が必要になった４回目のブロック大会であり、一般参加者の動員を一関青

年会議所としても責任を持ち努めました。市役所と連携した回覧への折り込みは、メンバー

の皆様にもご協力頂き、青年会議所の認知やブロック大会のＰＲなど大いに役立てたのでは

ないかと考えております。岩手ブロック協議会には、副委員長として千葉太郎君が役員出向

しており、私は岩手ブロック協議会の委員会いはあまり出席できませんでしたが、千葉太郎

副委員長が連絡調整役となって頂き、今までより強固なブロック大会の協力体制と連携がで

きたのではないかと実感致しました。開催地ＬＯＭからの役員趣向は、開催地ＬＯＭとして

は、辛いところもありますがブロックとの連携を図る上では、意見の集約や動員調整など連

携が取りやすい組織作りとなり、効果的であると実感致しました。 

  岩手ブロック協議会への出向は、会員相互の絆を育み会員の資質向上やＬＯＭ強化にもつ

ながるため、一関青年会議所として今後も率先した出向をすることが望ましいと実感致しま

した。 

 

LOM支援委員会 委員 

  小山 裕貴 

今年度、LOM支援委員会 委員として出向させて頂きました。 

今年度は大型台風の通過により岩手ブロック内の岩泉・宮古地区が大きな被害にあいまし

た。 
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そこで岩手ブロックとしても LOM支援委員会が担当し被災地へのボランティア派遣を行い

ました。 

私も含め、岩手ブロック内各地より多くのメンバーがボランティアに参加して頂き復旧の

一助になれたのではないかと思っています。 

また岩手県知事との意見交換会も担当させて頂きました。当日は活発な意見交換がなされ

ものと思います。 

今回の出向させて頂き多くの事を経験させて頂きました。 

大変ありがとうございました。 

 

連携推進委員会 委員 

  阿部 徹 

  岩手ブロック協議会 連携推進委員会に出向させて頂きました。 

国民の憲法に対する意思を確立する事業や統一地方選挙における公開討論会の推進等の委

員会活動に参加させて頂き、多くは参加できなかったが、委員会メンバーとの交流やブロッ

ク大会での憲法をわかりやすく説明する準備等で活動させて頂き、良い経験ができた出向と

なりました。 

 

地域の力創造委員会 委員 

 鈴木 陽介 

2016年度は、岩手ブロック大会が一関開催ということもあり、ブロック出向の身でありま

したが、なかなか活動へ参加することができませんでした。それでも、2度ほど委員会の会

議に出席し、委員会が担当した JCカップの意義や、ブロック大会での講演会の準備設営のあ

り方を学ぶことができました。 

 

総務広報委員会 委員 

 曽根 誉 

私は岩手ブロック協議会の総務広報委員会に出向させて頂きました。様々な事業に触れ、

中から体感することでロジックの重要性を改めて感じました。また議事録を作成することで

岩手ブロック協議会ではどのような話し合いが持たれているのか、どのように事業にしてい

くのかを学ばせて頂いたので、今後の LOMでの活動に活かしていきたいと思います。 

  

いわてＪＡＹＣＥＥアカデミー委員会 

塾長 蜂谷 悠介 

  昨年１０月に２０１６年度いわて JAYCEE アカデミー塾長という大きなチャンスを頂いてか

ら、本年度の活動を通じ多くの気づきと喜びを得ることができました。全ての事業を終えた今、

塾長予定者として緊張と不安の中、事業計画を作り上げていたことを思い出します。ＪＣ運動の

歴史と志が共有され信頼と揺るぎない絆で結ばれた塾生が、自らの地域に夢や希望を抱いて主体

的に行動する市民やメンバーとともに、魅力に溢れる地域の多彩な資源を生かした地域活性化へ

の能動的な取り組みによって、地域の力に満ち溢れる輝く岩手を実現していく未来像を描き、ア

カデミーがスタートしました。 
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私たちは、本年度のアカデミーの目的を「JC 運動への理解を深めるとともに、物事の本質を

見極めるスキルを高める」「価値観を共有した塾生同士が絆を醸成し、各 LOM や地域で主体的

に行動を起こす気概を発揮する人材を育成する。」とし、塾生とともに学び、塾生とともに多く

の気づきを頂きました。 

  沢山の関わりの中で、大きな視野をもって行動しなければならない現代だからこそ、「物事の

本質を見極める JAYCEE」が求められています。私たちは、モノ、情報に溢れ、グローバル化

された環境の中で、地域格差も国境の隔たりも感じる事なく、より便利で、豊かな生活を過ごし

ています。そんな現代においては、世界的視野からどのくらい最小単位まで価値観を細分化でき

るかが重要なことのように錯覚してしまいます。世界から見た日本。日本から見た東北。東北か

ら見た岩手。岩手から見た地域。地域から見た個人。このような切り口は、他との比較の中にし

か存在せず、本当の力を引き出せないとアカデミーを通じて感じました。 

  地域の特色や魅力は、そこに住む人々の「生きる」ことの積み重ねから生まれたものです。極

端な話かもしれませんが、空気を吸う、食べる、などのように「生きる」ことに近い行動原理ほ

ど、誰もが当たり前の様に共感し、決してぶれない核（力強いパワーの源）になると改めて学び

ました。自分自身にも、地域にも、「空気をすう事」と同じくらい、ごく自然で当たり前だけど、

無くてはならない宝が沢山あります。だとすれば、個人や地域の「想い」によって育まれた価値

観から積み上げ、広げていく事の方が、受け入れ易く、実感を持って行動でき、力強いのです。 

「本当に大切なものは何なのかを見抜く力」 

「大切なものを最小単位から積み上げていく力」 

これこそが、本年度のアカデミーを通じて絆を深めた塾生が得たものだと実感しています。 

 

塾幹事 菅原 公正 

第３３期いわて JAYCEEアカデミー委員会へ幹事として出向させて頂きました。このよう 

な出向の機会を頂けたことにメンバーの皆様に感謝申し上げたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

２月７日の開校式から始まり１０月１５日の閉校式まで塾長蜂谷悠介君と共に物事の本質

を見極める JAYCEEの育成と LOMを担う若き JAYCEE相互の絆の育成という事業計画のもと、

県内各地会員会議所の入会間もないメンバーと共に多くの学びと気付きを得ることができま

した。１年間ありがとうございました。 

  

塾生 千葉 晴一 

 アカデミーに出向させていただき、沢山の貴重な経験を体験することが出来ました。その

中でもやはり各青年会議所メンバーと交流を図り、今後の JCビジョンであったり、自身の仕

事での目標などを語り合い、共に成長し合える仲間が増えたことは私にとってかけがえのな

い財産となりましたし、仲間のおかげで皆勤賞もとれて良かったです。 

  

  塾生 阿部 諭 

  アカデミーには、なかなか出席できませんでしたが坂本塾長はじめ同期の皆様には大変お

世話になりました。 

アカデミーに出席し、思い出に残るのが皆んな自分の産まれた街が大好きで街を活気あふ
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れる街にして行こうと一人一人が頑張っているのが印象に残りました。その後の懇親会も楽

しい思い出です。 

アカデミーを通じて、とても素晴らしい同期に出会えて良かったです。 

 

  塾生 高田 慎平 

アカデミーへの出席は限られた回数となってしまいましたが、他 LOMの方々との交流は自

分にとって大きな刺激となりました。今回の経験を今後の JC活動と自分の仕事に活かしつつ

頑張っていこうと思います。ありがとうございました。 

 

  塾生 熊谷 勝弥 

  はじめに、28年度いわて JAYCEEアカデミーに出向させていただき、ありがとうございま 

した。 

私はアカデミー出向の抱負で岩手県内に多くの仲間を作りたいと意気込み、アカデミーに 

参加いたしました。アカデミーには岩手県内から多くのメンバーが参加しており、初めは仲

間が出来るのかと中学生以来のドキドキを味わいながら第１講座へと向かったのを思い出し

ます。しかしそんな不安も取り越し苦労に終わり、今では県内に多くの仲間と呼べるメンバ

ーが増えました。 

各講座では JCについて学ぶことができ、第５講座の事業に向けてひと時ではあったが、 

リーダーもやらせていただきました。人をまとめる難しさ作業分担の重要性多くのことを 

リーダーの立場になり学ぶことが出来ました。この経験は今後の JC活動のみならず自社の 

運営にも大きな糧となりました。 

今後、参加の機会がある方々は積極的に参加していただき多くのことを吸収していただき 

たいと思います。このアカデミーという事業は参加すればするほど、熱くなればなるほど学

べることが多くなる事業だと感じました。 

   

塾生 小野寺 正人 

 残念ながら都合が合わずアカデミーへ出席することができませんでした。 

  

塾生 加藤 圭一郎 

 アカデミー出向をさせていただいての感想は、あまり参加はできませんでしたが、同世代

と切磋琢磨できる機会はここ以外にないのではないかと言うことです。時間を作れず数回の

参加でしたが、非常に楽しい時間を過ごすことができました。これから出向されるメンバー

は、これからを楽しみにして欲しいと思います。 
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＜２０１６年度会員移動一覧＞ 
 

＜新入会員＞ （１名）佐藤大樹君 

＜退会会員＞ （２名）磯田光洋君 佐藤泰洋君 

＜卒業会員＞ （２名）齋藤賢君、太田耕平君 
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青年会議所とは 
理念と目的 

青年は理想に燃え、未来への期待を常に強く持っています。希望に満ちた明るい豊かな社会、正義が行われる

理想の社会の実現を心から熱望するために、青年は次代の担い手として大きな責任を自覚し、新しい世界のため

の推進力にならなければならないと考えます。 

青年のこの夢を実現するため、同じ理想と使命感を持つ若い世代の人々を広く共通の広場に集め、友情を深め

つつ、強く影響し合い、刺激しあって、“若さ”がもつ未来への無限の可能性を自分たちの手で効果的に描き出

し、“明るい社会”を目指して、青年の情熱から生まれる果敢な行動を結集すべく、組織された団体が青年会議

所（ＪＣ＝Junior Chamber）です。 

「われわれＪＡＹＣＥＥ（青年会議所会員）は、社会的、国家的、国際的な責任を自覚し、志を同じうする者、

相集い、力を合わせ青年としての英知と勇気と情熱をもって明るい豊かな社会を築き上げよう」との日本青年会

議所綱領は青年会議所の決意、行動理念と目標を明確に表現しています。 

 

特 質 

青年会議所を他のすべての団体から区別する最大の特質は、会員の“年齢制限制”にあります。会員はいかな

る人種、国籍、性別、職業、宗教であってもかまいませんが、年齢満２０歳から４０歳までであることを要し、

“品格ある青年”でなければなりません。したがっていかに長期間にわたり、有能で活動的な会員であっても、

満４０歳に達したら退会しなければなりません。この素晴らしい年齢制限制のゆえに、青年会議所は絶対に若さ

を失わず、常に希望に溢れ、未来に向かった前進を続ける団体として活動することができるのです。 

青年会議所は世襲経営者のサロンクラブではありませんし、単に社会奉仕を行う団体でもありません。青年会

議所は未来を目指し、よりよき明日をめざしてわれわれの住む地域社会・国家・全世界のために、われわれが今

日の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩への挑戦を行う、理想と具体的総合的な施策をもった青年指導者の運動

です。 

 

組 織 

会員は自分が住んでいる地域にある青年会議所に所属しています。われわれが会員であることは市民としての

自発的な自由な意志によるのです。それゆえにこの運動の単位は、あくまで各地青年会議所の日常の活動にあり

ます。 

１９４９年２月、東京に始まった日本の青年会議所運動は、５０余年の歳月を経て、戦後日本の民間運動の白

眉といわれるほどの拡大発展をとげました。現在、日本の隅々にわたり、７３９都市で活動を続け、会員約４６,

０００名を擁する、青年運動最大の団体となりました。全国７３９青年会議所はそれぞれ集まって、５０ブロッ

ク協議会を構成し、さらにそれが日本を１０地区に分ける地区協議会が集められ、それを総合調整する機関とし

て日本青年会議所があります。日本青年会議所は国際青年会議所（JCI-JUNIOR CHAMBERINTERNATIONAL）に加盟

して、国際的なＪＣの運動の一翼をになって活動をしていますが、世界中では約１９万人の会員が同じ理念のも

とに国際的な同志感をもって運動を続けています。 

 

事業目標“社会と人間の開発” 

創立以来の“個人の修練、社会への奉仕、世界との友情”の青年会議所の三信条は、われわれの運動５０余年

の展開の中で、年を追って具体化され、青年会議所運動とは要するに、“指導力開発と社会開発”であるとの事
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業スローガンに固まってきました。われわれ会員は市民社会の一員として市民と共通の生活基盤に立ったものの

考え方見方を出発点とし、市民の共感を求め、住みよい明るい豊かなまちづくりに向かって努力するとともに、

青年会議所日常活動の場を通じ、われわれ個人個人をよりよく開発することが青年会議所運動にほかならないと

考えます。 

青年会議所の“指導力開発”とは民主的な集団指導力あるいは集団運営能力の研究と実践であるといわれます。

まず会員個人がすぐれた市民、職業人であるために自ら厳しく訓練し、さらに市民社会の中にあって、市民が目

標に向かって一致協力するように働きかけながら市民とともに進む、その全過程が青年会議所のいう指導力開発

です。 

指導力開発を推進するもっとも有効な手段として、青年会議所は“社会開発計画”事業を中心とする運動をも

っています。会員一市民が住むまちの明るい豊かな明日のために、それぞれのまちの問題を市民の中から掘りお

こし、市民とともにその解決をはかるという方法です。 

青年会議所運動は自由な自発的な意志により加入した会員の起こす運動であるからには、われわれのまちの運

動、市民運動の中心でなければなりませんし、市民にその意志を認められなければなりません。 

青年会議所の目標は明るい豊かな社会の創造であり、その新しい社会をリードするにふさわしい人を数多くつく

ることです。 

青年会議所とその運動は決して完成されたものではなく、社会の進歩とともに、さらに発展していくと思われ

ます。 

青年会議所は時代とともに新しい呼吸を続け、次々と新しい青年がこの団体を背負っていくでしょう。 

青年会議所は常に英知と勇気と情熱を持った青年を求めて、その門戸を大きく開いています。 

（2000 字 解説文） 

 

ＪＣ宣言とその解説 
ＪＣ宣言 

～日本の青年会議所は～ 

創始の時代とは大きく異なり、多くのＮＰＯやＮＧＯが設立された今、ＪＣ及びＪａｙｃｅｅ一人一人が、我々

はいったいどこのなにものなのか、まさにその主体としてのアイデンティティを明確に示すことが求められてい

るのである。 

日本の全てのＬＯＭが共通に使える“我々”（Ｗｅ ａｒｅ）それが、日本の青年会議所である。 

～混沌という未知の可能性を切り拓き～ 

”混沌”とは”混迷”とは異なり、マイナスの状況を示すものではなく、それ自体は正負どちらにも展開しう

る、エネルギーが充満したニュートラルな状態を表すものである。 

現実としては、いつの時代、どこの社会にも混沌はあり、それを切り拓き、新たな秩序作り出すことが出来るの

が、我々青年である。とりわけ今の日本社会にこそ、その混沌をどのように切り拓いてゆくかが問題の本質であ

り、青年会議所の真価が問われているのである。 

豊かさや平和への思考が無条件に信じられた時代を経て至った現在の”混沌”というべき状況を、先行き不安

という悲観的な捉え方ではなく、青年の特権として、「未知の可能性」として前向きに捉え、それに向かってい

くものこそ、２１世紀変革の能動者の姿であろう。 

～個人の自立性と社会の公共性が生き生きと協和する確かな時代を築くために～ 

ボランティアであると同時に経済人であることが、我々ＪＣの存在基盤である。そこには常に、個人と社会人、
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それぞれのあり方の兼ね合いをどうするかという問題が存在する。個人としての自立が必要であることは言うま

でもないが、それだけではなく、公共にいかに貢献するかを考え行動することが必要なのである。 

“自立”にもさまざまな考え方があり”公共”にもいろいろな立場がある。それらの多様性をまさに「自立性」、

「公共性」として、青年会議所は幅広く包含しつつ、両者のより強くより高いバランスを求めなければならない。 

生き生きと協和する確かな時代を築くために個人の自立性は度が過ぎれば、社会の必要を認めなくなり、社会

の公共性のみを重んじれば、個人はもはやそのための歯車に過ぎなくなる。 

「生き生きと協和する」とは、そのような極端な偏りが生じないように、それぞれの意義を認め、それぞれを

生かすことを意味する。そのバランスを取ることによって、”混沌”から”確かな時代”を築くことになるので

ある。 

～率先して行動することを宣言する～ 

これまで述べてきた目的を達成するために、青年会議所がすべきことは、それを観念や理想として提示するだ

けではなく、「率先して行動すること」こと、つまり様々な地域において、地域のリーダーとして具体的に行動

することである。 

自ら進んでの行動こそが我々の使命であり、その存在意義なのである。 

「宣言」は、それ自体がＪＣの外部に対しても守らなければならない、守るための努力をしなければならない

約束の表明であるＪＣ宣言が「宣言」という言葉のみに終わらないようにするためには、その成果、評価ばかり

を求めていくのではなく、それを踏まえた実践を積み重ねなければならない。 

それでこそ、「宣言」としての本当の意味を持つのである。 

 

ＪＣ三信条とその解説 
トレーニング (個人の修練) 

サービス (社会への奉仕) 

フレンドシップ （世界との友情) 

■ １９５０年５月１日、現在の日本青年会議所の前身とも言えるＪＣ懇談会が開かれ、ＪＣ運動の行動綱領 

として上記の３つが採択された。 

■ つまり、ＪＣ運動なるものは、まず若い人びとが集まって自己啓発、修練をするものであり、ついでその 

力を用いて地域社会にサービスするものであって、さらにそのトレーニング・サービスに徹することも、またひ

としくトレーニングにつながるものである。 

■ この三信条は非常に単純ではあるが、ここに今日の指導力開発の萌芽を求めることができる。この機会に、

その代表的な解釈を述べておく。 

「三信条はＪＣ生活規範だ」 

第１の解釈は、「３つの信条は分けられない。有機的につながっている」という立場である。３つの原則が同

じレベルにあるとする考え方だ。 

この見方は、ＪＣ三信条がキャッチフレーズとして誕生した当時のいきさつを考えればもっともうなずけること

である。 

東京ＪＣの創立２０周年記念誌には、「・・・・・・このＪＣ運動なるものは、まず若い人々が集まって自己

啓発、修練をするものであり、ついでその力を用いて地域社会へのサービスをするものであって、さらにそのト

レーニング・サービスを支える力として全員全体を貫くフレンドシップがある。一方、フレンドシップを培うこ

とも、サービスに徹することも、またひとしくトレーニングにつながるものである。と理解されたのであった。」
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とＪＣ三信条採択時のようすが記されている。 

第２は、「奉仕」を強調する立場である。「奉仕を実践する過程で、修練と友情が達成される」とする。 

森下泰元会頭は、ＪＣの目的について、「ＪＣの目的は、知識ある青年たちの“社会的権威の実現”にあり、そ

れは“対社会的義務”でさえある。社会的権威の実現、すなわち“社会奉仕”の内容は歴史的社会的に決定せら

れその過程において修練と友情は達成される。」と、第２の立場を代表して述べている。 

第３は、「修練」を強調する解釈である。「ＪＣ３信条の奉仕・修練・友情は同レベルのものではない。修練

のための奉仕であり、修練場としての友情である」とする立場に立つ。 

１９６３年に発刊されたマニュアル『ＬＴ‐ＢｏｏＫ』には、第３の立場を代表して、次のような１節がある。

「・・・・・・我々周知の３つの路線“トレーニング”“サービス”“フレンドシップ”は、実は並列的等価の

ものではなくて“トレーニング”に重点があることは明らかで、・・・・・・青年会議所活動とは“社会のため

になる様な行動を通じて行うリーダーシップ・トレーニング”のことだ。」 
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用語説明 
①ＪＣ 

 ＪＵＮＩＯＲ ＣＨＡＭＢＥＲの頭文字をとったもので 

 組織としての青年会議所の意。 

②ＪＡＹＣＥＥ（Ｊａｙｃｅｅでも可） 

 青年会議所会員個々人のこと。（注：但し、この使い分けは、英語圏のＮＯＭではそれほど厳密ではない。） 

③ＪＣＩ 

 ＪＵＮＩＯＲ ＣＨＡＭＢＥＲ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬの頭文字をとったもので、 国際青年会議所の

意。各国青年会議所の連絡・統合・調整機関であり、本部はアメリカ・ミズリー州セントルイスにある。 

④ＮＯＭ（ノム） 

 ＮＡＴＩＯＮＡＬ ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ ＭＥＭＢＥＲの頭文字をとったもので、国家青年会議所の意。

例えば日本青年会議所は、国政青年会議所の中の１ＮＯＭ（国際青年会議所）である。 

⑤ＬＯＭ（ロム） 

 ＬＯＣＡＬ ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ ＭＥＭＢＥＲの頭文字をとったもので、国家青年会議所の中に属す

る各地会員会議所の意。現在、日本青年会議所の中には６９７ＬＯＭ（各地会員会議所）がある。（２０１７年

１月） 

⑥地区協議会 

 日本青年会議所としての事業計画・方針などを各ブロック及び各地青年会議所に伝達浸透させ、また一方では、

各地青年会議所の事業活動・意見などを日本青年会議所に報告や連絡する為の機関である。 

 現在、日本青年会議所は１０区分されており、１０の地区会員会議所があり、主な事業としては、各地区会員

大会の主催がある。 

 ※ＤＯＭといった表記が一部使われていますが、誤りです。 

⑦ブロック協議会 

 日本青年会議所及び地区協議会としての事業計画・方針などを各地青年会議所に伝達浸透させ、また一方では

各地青年会議所の事業活動・意見などを、日本青年会議所及び地区協議会に報告連絡する為の機関である。 

 現在、日本青年会議所には４７ブロック協議会があり、主な事業としては、各ブロック会員大会の主催がある。 

 ※ＢＯＭといった表記が一部使われていますが、誤りです。 

⑧ＪＣデー 

 日本において最初に青年会議所が開始された１９４９年９月３日を記念して、毎年９月３日をＪＣデーと称し

ている。 

 アクティブシチズンデー 

 毎年１２月１１日には、ＪＣＩ本部において、本年度と次年度ＪＣＩ会頭出身国の国旗が入れ替わる日となっ

ており、２０１０年の世界会議大阪大会において、正式にその日の名称が決められた。なお、このアクティブシ

チズンとは、行動する市民と訳すことが出来、日本ＪＣの会員のＪＣ活動こそがＪＡＹＣＥＥとしてあるべき姿

と考えられて、日本ＪＣのメンバーのことを示すとも言われている。 

⑨承認伝承伝達式 

 新規に設立を承認されたＪＣに対し、日本ＪＣからその承認証が正式に伝達される時の式典である。 

⑩スポンサーＪＣ 

 青年会議所未設立の地域の青年有志にお働きかけ、設立を指導援護する青年会議所のこと。 
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 ※一関青年会議所のスポンサーＪＣ・・・盛岡ＪＣ 

 ※水沢ＪＣ、大船渡ＪＣのスポンサーが一関ＪＣ 

⑪シスタＪＣ 

 国際青年会議所に加盟している国家青年会議所に所属する青年会議所の相互間の親善と友好の為に、相互の交

流を行う締結関係を結んだ青年会議所のことで、姉妹ＪＣともいう。 

⑫世界会議（ワールドコングレス） 

 国際青年会議所が主催する年１回開催される世界会議のことで、国際青年会議所の事業計画・予算の決定・役

員選出・褒賞の授与・翌年度の開催地の決定などが行われるＪＣＩ最高の意志決定機関である。開催地は毎年異

なるが、開催中には総会・理事会・常任理事会・分科会・視察ナショナルパーティー・アワードバスケットなど

がプログラムされている。第１回ＪＣＩ会議は１９４６年パナマで開催された。 

⑬エリアコンファレンス 

 国際青年会議所は世界の加盟ＮＯＭを地域別に４つにわけている。アフリカ・中近東地域（旧エリアＡ）、ア

ジア・オセアニア地域（旧エリアＢ）、南北アメリカ地域（旧エリアＣ）、ヨーロッパ地域（旧エリアＤ）の各

地域で年１回５月から６月に行われる国際会議をエリアコンファレンスと呼び、アジア・太平洋地域のエリアコ

ンファレンスは、ＡＳＰＡＣ（アジア太平洋地域コンファレンスーＡＳＩＡ ＰＡＣＩＦＩＣ ＡＲＥＡ ＣＯ

ＮＦＥＲＥＮＣＥ）という名で親しまれている。 

⑭直前会頭・直前理事長 

 単年度制をとっているＪＣでは、日本青年会議所前年度会頭を直前会頭、ＬＯＭの前年度理事長を直前理事長

と称している。地区・ブロックでは、直前会長と呼ぶ。 

⑮日本ＪＣシニアクラブ 

 日本ＪＣシニアクラブは、ＪＣ卒業生同窓会として相互の親睦を図るとともに、現役活動を陰ながら援助しよ

うという目的で１９６０年設立された。ＪＣ卒業生ならだれでも入会出来る。 

⑯セネター制度（ＳＥＮＡＴＯＲ） 

 ＪＣ終身名誉会員制度のことで、ＪＣＩ運動に多大なる貢献をしたメンバーをＬＯＭが承認・推薦し、ＮＯＭ

及びＪＣＩの認証を得てその資格（修身番号）が与えられる。与えられた終身番号は、会員の死後も永久に残る

という名誉ある資格である。  

⑰出向者 

 各地青年会議所より国際青年会議所・日本青年会議所・地区協議会・ブロック協議会へ役員や委員として出し

ていくメンバーのこと。 

⑱「ＷＥ ＢＥＬＩＥＶＥ」 

 日本ＪＣは、対外的・対内的な広報活動の強化と、拡充を図るために、月刊誌「ＷＥ ＢＥＬＥＩＶＥ」（毎

月１回１５日発行、Ａ４判）を全会員に配布している。 

⑲セミナー 

 講師の指導のもとに参加者が集って、討議して進める共同研究のことで、ゼミナールともいう。 

⑳シンポジウム 

 語源はギリシャ語といわれて親しい者同士がなごやかに食事をする意である。ある大きなテーマを中心に多く

の報告者によって各々の立場から関連したことが講演形式によって述べられる。この特徴は、討論のないことと、

あらゆる立場からテーマについて浮き彫りにされるということである。討論は行われないが、各報告に対する質

問は許される。 

㉑パネルディスカッション 
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 パネリストによる密度の高い座談会義である。多くの者が全員討議するかわりに数名のメンバーを選んでその

メンバー間で自由に討論してもらう形式である。  

㉒コロッキー 

 パネルディスカッションと同様の形式による会議法で、途中専門家が追加出席して意見を述べ、討論が一方的

な方向へ行かない様にコントロール出来る。 

㉓バスセッション 

 討論方法である。まず皆が発言できるような小グループに分け、ここで個人個人の意見を自由に表現させ、そ

の意見を調整し、持ちより、全員参加の総会を開く。即ち全員に発言を許し、会議の討論に貢献させる方便とし

て考えられた。この小グループによる話し合いの過程をバズセッションという。 

㉔ブレーンストーミング 

 皆が集まって、あらかじめ議題を定めず、何人にも拘束されずに自由に自己の創造的アイディアを思いつくま

まに出していき、集団の集中的ディスカッションによって良い考えを発見・発展させようとする方法。（集団的

創造力開発の方法） 

㉕フィリップ６６方式 

 バズ形式に似たもので、多人数の場合小グループ（６人）に分け、６分間という時間を定めて短時間に集中的

に各グループが会議を行う方式のこと。６６式討議ともいう。 

㉖ＫＪ法 

 川喜田二郎氏によって開発された創造力開発の手法。紙切れ法とも呼ばれ、本調査員関連があるか否かの判断

をしないで、ひたすら情報をカード化し、その後に、ある一定の方法でこれを組み立てて判断するという手法。

例えば、グループごとに話し合い、全体会議で発表してまとめていく。 

㉗ロバート議事法 

 ロバート・ルールズ・オブ・オーダー。「多数者の権利」・「少数者の権利」・「個人の権利」・「在不在者

の権利」の４つの権利と、「一時一件の原則」・「一時不審議の原則」・「多数決の原則」・「定足数の原則」

の４つの原則を基本的なルールとして行う会議運営の方法。これは国連をはじめ、世界各国で採用され、青年会

議所でも正式に採用されている。 

㉘コーディネーター 

 会議の際に、それまで出された意見を集約、調整し、会議を進行させる担当者。 

㉙アドバイザー 

 パネルディスカッションなどの討議会の時に、会議を進行させる為に助言を行う講師のこと。 

㉚パネリスト 

 パネルディスカッションを行う時に、各分野から出席する数名の意見発表者のこと。 

㉛ＣＤ 

 コミュニティー・ディベロップメントの略で社会開発のこと。 

㉜ＬＤ 

 リーダーシップ・ディベロップメントの略で指導力開発のこと。 

㉝ＭＤ 

 マネージメント・ディベロップメントの略で経営開発のこと。 

㉞ＬＩＡ 

 リーダーシップ・イン・アクションの略で、ＬＤが発展拡大したものである。個人と集団の指導力を開発する

プログラムで、実践指導力開発と邦訳されている。１９６８年のマルデルプラタ世界会議でＪＣＩ恒久プログラ
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ムに採択された。 

㉟ＨＤ 

 ヒューマン・ディベロップメントの略で人間力開発のこと。 

㊱ＡＯＹ 

 アクセント・オン・ユースの略で、青少年開発のこと。その地域社会に住む青少年を参加させて、地域社会の

開発の為により良き道を見出すよう青年達を助ける方法を提供するプログラムである。１９７０年にダブリン世

界会議でＪＣＩ恒久プログラムに採択された。 

㊲三分間スピーチ 

 ＬＤ手法の一つで、電話一通話の時間内即ち三分間で自己紹介から始まり、テーマにそったスピーチを完了さ

せる方法。 

㊳ＦＣ構想 

 フューチャークラブ構想の略で、青少年が手をつなぐ運動のこと。地域社会にある既存の青少年グループ。会

員自身の子弟、会員の経営する企業内の勤労青年などを始動団体として、明日の日本の為の広場づくりを進める

働きかけのことである。 

㊴カテゴリー 

 本来の意味は、同一性のものが属する部類を指すが、国際青年会議所では、重点事業の項目のことをいう。 

㊵チャーターメンバー 

 各地青年会議所会議所が設立された時に入会した初代会員の呼称。 

㊶スリーピングメンバー 

 資格を持ち、活動が義務付けられているにもかかわらず、その活動及び例会・総会などにも積極的に参加しな

い会員のこと。 

㊷アクティブメンバー 

 スリーピングメンバーの反対の意。全体の中の個人・個人であっての集団であることの自覚を持ち、そして責

任を果たし、社会開発と自己開発に挑戦し、活発に行動する会員のこと。 

㊸ガイダンスメンバー 

 オリエンテーション、委員会等でガイダンス勉強期間中の新入会員の呼称。 

㊹アテンダンス 

 総会・例会・各会合に出席することをいう。そして出席の証しをアテンダンスカードと呼ぶ。 

㊺エントリー 

 褒賞獲得や、または大会誘致等々の為に立候補申請することをいう。または出向者の推薦及び登録のことをさ

す。 

㊻アジェンダ 

 理事会や委員会等を運営する時の式次第のこと。 

㊼マニュアル 

 手引書のことで、日本ＪＣには組織に関するもの、運営に関するもの、事業に関するもの等多くのマニュアル

を持っている。 

㊽人間力大賞（旧ＴＯＹＰ大賞） 

 各地で、様々な分野で、素晴らしい考え方を持ちそれを実践し、まちの地域市民として活動を続けている将来

性のある若者（ＴＯＹＰ＝傑出した若者）の功績を讃え、その運動を広く紹介するとともに、そこから学ぶこと

を目的としている。 
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㊾褒賞 

 青年会議所運動を通じて地域に貢献した会員会議所を称え、その名誉を全国に発信するとともに、各地会員会

議所がこれらの事業を参考として新たな気づきや学びを得る機会とし、関わるすべての人に地震や誇りを与え、

メンバーのモチベーションや未来の青年会議所運動の発展に資することを目的に褒賞制度を設けている。 

㊿プロボノ 

 ラテン語のＰｒｏ Ｂｏｎｏ Ｐｕｂｌｉｃｏ（良い公共のために）を略した言葉。ＪＣにおいては「公共の

利益のためのスキル提供による無料奉仕」と定義し、社会人が仕事を通じて培った専門的知識やスキル・経験や

ノウハウなどを活かして社会貢献することを意味する。 

 

新入会員のために 
新入会員の心得 

（１） 新入会員の心得 

１．充実したＪＣライフをおくる為に、ＪＣをよく理解しなければならない。 

２．常に自分の考えをわかり易く表現することができなければならない。 

３．常に若さと活気に溢れ、笑顔を忘れてはならない。 

４．会員としての責任感を持ち、積極的に参加しなければならない。 

５．進んで難しい仕事に当たり、責任をもって完成させなければならない。 

６．議事法ほか会議の進め方をマスターしなければならない。 

７．完全な議事録を作成できなければならない。 

８．会議の議長を務めることができなければならない。 

９．与えられた時間で自分の意見をまとめ、発表できなければならない。 

（２） 会員の心構え 

１．常に高い目標を持ち、その目標に向かって努力しなければならない。 

２．自分自身を識り、向上させなければならない。 

３．目的に向かって計画的に自己を管理しなければならない。 

４．特に自分自身の健康管理をしなければならない。 

５．確固たる信念と強い意思のもとに、目標に向かって直ちに行動を開始すること。 

６．一日一度は自分を見直すこと。 

７．地域高清印の一人として、地域社会の活動に進んで参加しなければならない。 

８．正しいＪＣ運動を地域社会に広めなければならない。 

（３） ＪＣ会員としてのマナー一人ひとりの言動や行動が多くの会員あるいは組織の品位を傷つけることにつ

ながることから、会員としてのマナーを厳守しなければならない。 

１．品格ある青年として行動する。 

２．常に礼儀正しい服装をし、必ずバッヂをつける。 

３．常に他人に対し、不快の念を与える言動を慎む。 

４．常に他人の話を聞く、その権利を尊重する。 

５．諸通知の出欠ハガキは、すみやかに必ず返信を出す。なお、出欠の変更又は遅刻の場合は、必ず事前に事務

局まで連絡する。 

６．諸会合には定刻に出席し、時間の無駄使いをしない。また、諸会合に出席した時は、必ず署名登録をする。 
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７．発言する時は、挙手して上衣のボタンをかけ、所属および氏名を明確に述べる。 

８．諸会合では、私語・雑談を慎む。 

９．先輩には敬意を示し、挨拶をすると同時に名刺を交換する。 

１０．会員同士の付き合いには、相手の人格を損なわないように敬意を示し、笑顔で握手する。 

 


